
教育基本方針

　甲南大学大学院人文科学研究科英語英米文学専攻は、英語学、英米文学・文化分野の先端的知見を教授することにより、創立者平生釟三郎が主唱した「世
界に通用する紳士・淑女たれ」という理念を具現化することを目標としています。【修士課程】では確かな英語運用力と、文化の基盤としての英語に対する深い理
解を併せ持つ高度専門職業人、研究者の育成に努め、【博士後期課程】では英語による受信・発信能力を駆使して研究活動をおこない、国際相互理解の促進に
寄与する優れた高度専門職業人、研究者の育成に努めます。

　甲南大学大学院は、大学院学則第1条に定める、甲南大学の教育精神に基づいて育成された一般的及び専門的教養を基盤として、学術の理論と応用を教授
研究し、その深奥をきわめ、又は高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、人類文化の向上発展と社会福祉の増進に貢
献することを目的としています。
  人文科学研究科英語英米文学専攻においては、本研究科及び本専攻の教育基本方針のもと、下記の能力・資質を身につけ、社会及び学術の発展・向上に寄
与できる人材の育成を教育目標とします。課程の修了にあたっては、本研究科の定める期間在学し、本専攻の定める課程修了に必要な単位を取得のうえ、論文
等の審査及び最終試験に合格した者に博士（文学）の学位を授与します。

 【博士後期課程】
(1) 英語学、英米文学・文化を対象とする研究者として高度に独創的な研究を展開する能力及び高度に専門的な業務に従事できる卓越した英語力と能力を身に
     つけています。
(2) （1）の基礎となる豊かな学識と深い専門的知識・技能を修得し、高い倫理観を備えています。

教育課程編成・実施の方針

修了認定・学位授与の方針

英語英米文学専攻（博 士 後 期 課 程）

 【博士後期課程】
１）教育内容
英語学、英米文学・文化の各研究領域における高度に専門的な業務に従事する者として必要な卓越した能力を習得し又は独創的な研究をする研究者として必
要な能力を習得するため、組織的な研究指導体制のもとで、豊かな学識と高い倫理観を身につけ、深い専門的知識・技能を習得する教育課程を編成し、実施し
ます。

２）教育方法
(1) 博士後期課程の教育は、１）に掲げた教育内容を、授業及び研究指導によって行います。
(2) 授業は、講義、演習のいずれかにより、又はこれらの併用により実施します。
(3) 研究指導は、演習や個別指導により実施します。

３）評価
(1) 単位の認定については、大学院学則第9条に基づき、筆記試験、口述試験、報告等及び各科目のシラバスに定める方法によって学期末又は学年末に評価し
     ます。
(2) 博士論文の審査及び最終試験は、本専攻の定める審査基準に基づく方法により行い、その結果に基づき合否を判定します。

　人文科学研究科英語英米文学専攻では、学位授与の方針に掲げる能力・資質等を修得させるために、英語学、英米文学・文化という２つの専門領域の科目を
体系的に編成し、それぞれの領域で講義、演習を適切に実施します。また、学位論文の作成等に対する指導を行います。加えて、修了認定・学位授与の方針と
各科目の関係性及び到達目標を示すカリキュラムマップ、カリキュラムの体系性・系統性を示すカリキュラムツリーを提示し、カリキュラムの構造をわかりやすく明示
します。
　カリキュラムは、到達目標に定める学生の知識・能力の修得状況を検証することにより、組織的かつ定期的に見直し・改善を行います。
　教育内容、教育方法、評価については以下のように定めます。



A B C D E F G H I J

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

[所定の単位]
　以上のうち８単位以上を修得すること。
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(1)(2)隣接するジャンルを横断できる、幅広い知識と柔軟な思考能力

(1)(2)

英語の運用能力を高め、グローバルに円滑なコミュニケーションを図れる言語能力

先行研究の知見と自己の問題設定を連動できる思考能力

論文作成に必要なリサーチ計画を立て、それを実行する能力

英語圏の文化および言語についての深く幅広い理解

研究成果を論理的に的確な文章で伝える能力

英米文学特殊研究Ⅲ

異文化間交流や国際相互理解に寄与できる能力

研究活動の活性化と学術研究の向上に寄与できる能力

研究活動成果を広く社会に還元できる能力

研究倫理を遵守し研究活動を展開する能力

〔2012年度（平成24年度）以降の入学生に適用〕

英語学特殊研究Ⅲ

英米文学特殊研究演習（散文・小説）Ⅰ

英米文学特殊研究演習（散文・小説）Ⅱ

英米文学特殊研究演習（散文・小説）Ⅲ

英米文学特殊研究演習（戯曲・詩）Ⅳ

英米文学特殊研究演習（戯曲・詩）Ⅴ

英米文学特殊研究演習（戯曲・詩）Ⅵ

英語学特殊研究演習Ⅰ

英語学特殊研究演習Ⅱ

英語学特殊研究演習Ⅲ

英米文化特殊研究演習Ⅰ

英米文化特殊研究演習Ⅱ

英米文学特殊研究Ⅱ

英米文化特殊研究Ⅲ

到達目標

単位数授業科目名

英米文化特殊研究Ⅰ

英米文化特殊研究演習Ⅲ

英米文学特殊研究Ⅰ

英語英米文学専攻（博士後期課程）

英米文化特殊研究Ⅱ

英語学特殊研究Ⅰ

英語学特殊研究Ⅱ


